
単
￥
”
一亨
騨
針
　
日
９

ビ
　
一二

淵
程
辛
国
回
99
第

日
0乙

ビ

　

一
一

日
〓
＋

立
〉￥
日
平
Ⅵ
書
薫
０
　
日
９

ビ

一
＋

（聞
剛
郵
田
土
）
立
〉
頭
准
茅
Ｙ
癖
　
日
乙

騨
田
昆
¥
1`
薫
下
碁
ε

日
乙

ビ

　

ー

筆
薫
Ｙ
下
誦
針
　
日
シ

ン
田
　
日
Ｚ

ビ

　

団

童

塁

準

秦

到
尊
ＯＣ
寧
士

聯
田
　
日
ε

野
田
訓
勁
立

多ヽ

）￥
章
ヨ

￥
疑
彰
投
ミ
ユ

日
配

日
尾

日
配

ｏフ

レ
♀
ζ
当
程

６ヽ
９
豆

コ

王̈
と
く
こ
一乙
溶
Ｍ

８
８
聖
￥

王̈
￥
ζ
燿

甜
別
夏

マヽ
９
哺
２

ｃ
軍
す２
ｃ
Ｏ
回
コ
単

判ヽ
Ｑ
軍
町
９
撃
⑪

浮
子
γ

ｏ耳
ｑ
９
消ヽ

ｑヽ
ｑ
＞
用
コ
蝉
ν

ぐ
い哺
二

９ヽ
コ
〕早
翼

‘
す⑦
単
郷
―
‘
準
―
□

ｏ耳
Ｃ
評
⑪
争

＆
印
醗
□
▽
９
マ
Ｄ

ｏ２
哺
２
レ
脅
剰
〓“

コ
田
車
排
翠
β
獣
車
￥
中
⑪
別
具

ヨヽ

Ｑ
￥
６
×
∠

ｏ耳
哺
２

ｃ
ｅ
音
↓
“

―
“
⑪
排
早

コヽ
⑪
９
年
と
ク
裂
麟
翠

コ
肇
∩
回
マ
Ｖ
日

ヨヽ
Ｑ
ヨ
く
乙
一―
´

Ｉ

Ｉ
一
一
〇耳

Ｃ
澄
ご
一コ
燿
融
別
ヨ
ツ

ユ
コ
ロ
２
敏
降

ヨヽ
と
く
ル
ヽ
と

。９

γ
首ヽ
曰
一ゴ
β
叫
国
９
⑦
υ
ユ
レ
タ

γヽ
ヽ

早
０
中
⑦
遡
ψ
＆
畔
東
＞
つ
』

こヽ
哺ヽ
マ

０
平
摯
昭
夏
と
ｌ
γ
拳
く
月

多ヽ
評
マ

つ
一哺
８
０
２
準
Ｃ
口ヽ一
一一一判
⑪
９
γ
立ヽ
〉
甲
γ

♀
＞
平
コ
啄
冒
⑪
判
２
８
８
町
平
⑪
ス

こヽ
担
屹
⑦
レ
タ
レ
ス
⑪
国
耳
υ
撃

ｏＷ
ｃ
禦

Ｑ
割
麹
７
υ
Ｃ
田
β
終
―
卜

一
⑪
酵
聖
一

⑪
淵
Ⅵ
η
革
）百

ｏｙ
⑪
９
γ
γ
コヽ
み
嘔

潤
＆
郷
掛

コヽ
当
百
γ
哺
＆
レ
Ｃ
８
コ
ロ

ｔ

９
２
つ
ド

ヨヽ
と
緊
〓軍
⑪
Ｖ
日
哺
要

，

Ｏ
Ｃ
以

「ヽ
計
刺
コ
碑
勤
単
⑪
立
▽
艦
￥

ｏ耳
♀
２
γ
ビヽ
コ
率
Ｗ
半
＞
唯
摯
】
男

叩
測
車
＞
〕辱
摯
等

「ヽ
ｅ
Ｗ
判
夏
平
υ

♀
９
涙
６
郵
コ
Ｗ
準

マヽ
ツ
ユ

ｏ２
＞

２
Ｃ
Ｃ
土
β
撃
回
早
コ
Ｐ
当
９
♀
Ｑ
燿
震

ζ
⑪
９
哺
２
哺
嘔
ζ
「
ル
乙
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漁
ヽ
⑪

車
＞
り
一／７
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⑦
中
⑪
幸

「ヽ
写
ｃ
⑦ヽ
λ

ｏ９
＞
２
γ
管ヽ
マ
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一
耳
半

Ｃヽ

一
ζ
６

α
陥
⑪
棄
コ
中
⑪
準
８
割
ｃ
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マヽ
ウ
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コ
髯
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到
早
β
鍬
０
一雑

ｏ
哺
多
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マ

つ
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撃
コ
彰
輝
⑪
到
Ｍ

ヨヽ
緊
〓軍
⑪
平

撃

ｏ２
）
Ｃ
マ
っ
（耳
ｃ
￥
コ
鍬
影
雑
９

阜
早
陸
コ
騨
古
＞
麹
β
雷
コ
〓γ
評
準

ｏ哺
＆
♀

ツヽ
判
）
ｑ
意

マヽ
６
平

γ
ユヽ
〉
甲
コ
陥
画
⑦
判
２
８
０
碑
平
⑪
ス
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耳
自
開
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曰
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ヽ
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９
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畔
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ｃ
ｅ
コ
ｃ
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ウ
※

用
Ｃ
マ
コ
＞
ク
ヽ
担
平
レ
瑠
＞
７
（

判ヽ

コ
隅
⑪
曰
器
￥
瓢

ｏ耳
ｃ
ｅ
＞
多
↓
影

導
⑪
２
ｑ
日
膿
摯
鍬
０
）雑

刷ヽ
要
聖
ロ

擦
百
⑦
撃

し
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第
６
回
美
萩
野
臨
床
医
学
専
門
学
校
同
窓
会

定
期
総
会

・
合
同
懇
親
会
を
振
り
返

っ
て

同
窓
会
会
長

仲

徹

（５
期
生
）

平
成
３０
年
１１
月
１０
日
に
第
６
□
同
窓

会
定
期
総
会
が
行
わ
れ
席
上
第
５
代
同

窓
会
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓

会
会
長
と
し
て
の
責
務
を
非
力
な
が
ら

努
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
昭
和
５２
年
に
第
１
期
生
が
輩
出
さ

れ
て
か
ら
今
日
ま
で
卒
業
生
数
は
約

３
、
０
０
０
名
を
超
え
、
西
日
本
各
地

は
勿
論
の
こ
と
、
全
国
各
地
に
様
々
な

形
で
、
医
療
現
場
だ
け
に
留
ま
ら
ず
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。
本
同
窓
会
は
こ
れ

ら
の
卒
業
生
に
対
し
て
、
平
成
６
年
１１

ョ
「２７
≡

‘
こ
第
′
一二
■
〈
〒

合
言
．懇
一規
会

そ
一一〓一一を三い
）
一ｔ
●
ご
一へ一
ン
一
こヽ　
こ
ｒ
ｉ
（
ェ■
一秩

合
こ
立
２０
月
年
を
記
念
し
て
同
窓
会
組
織

と
し
て
こ
れ
ま
で
の
同
窓
生
の
交
流
の

し

場
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
企
画
し
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
以
来
開
催
時
期

を
５
年
毎
の
定
期
開
催
と
定
め
、
卒
業

生
全
員
を
対
象
と
し
て
参
加
を
呼
び
か

け
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。
合
同
懇
親

会
に
は
お
世
話
係
と
し
て
各
期
よ
り
当

番
幹
事
を
お
願
い
し
て
総
会
対
策
委
員

会
を
設
け
、
懇
親
会
の
企
画
や
準
備
に

当
た

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
に
先

立
ち
既
に
退
職
さ
れ
た
恩
師
に
よ
る
講

演
会
等
を
企
画
し
、
〈
フ
回
は
利
光
央
先

生
な
ら
び
に
日
高
昭
彦
先
生
を
お
招
き

し
て
そ
の
当
時
の
懐
か
し
い
教
口員
生
活

や
退
「う
後
の
お
一・一一一な
ど
を
興
味
深
く
拝

聴
致
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
当
番
幹

事
さ
ん
の
呼
び
か
け
の
努
力
に
よ
り
、

し

来
賓
招
待
者
と
し
て
理
事
長
、
理
事
、

歴
代
学
校
長
、
現
教
職
員
、
非
常
勤
講

師
の
皆
様
方
、
県
技
師
会
北
九
州
地
区

長
を
は
じ
め
と
し
て
、
１
８
０
名
近
く

の
卒
業
生
が
集
う
盛
大
な
懇
親
会
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ジ
ヤ
ズ
バ

・

ン
ド
の
生
演
奏
や
そ
れ
に
合
わ
せ
て
の

歌
の
披
露
、
即
興
で
の
ダ
ン
ス
あ
り
と

賑
や
か
な
雰
囲
気

の
も
と
、
恒
例
に

な

っ
た
福
引
き
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ま
た

開
催
に
奔
走
さ
れ
た
役
員
を
は
じ
め
関

係
各
位
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
母
校
と
と
も
に
同
窓
会
も
次
の
時

代
へ
と
飛
躍
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
卒
業
生
の
ご
活
躍
を
期
待
し
、
共

に

『同
窓
』
と
し
て
の
絆
を
築
い
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
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講

湊

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

戦
構
雛
』
も
鑽
球

の
・う
ち

じ
轟

鐵
意

尭
生

講̈

演

壼

４
蛾
年
間
爾
静
事
し
た
，
を

Ｌ
・

司

第 6回同窓会は平成30年 11月 10日 にステーションホテル小倉で開催されました。『豊饒の

間』での総会の後、利光先生、日高先生の大変ユニークな講演をいただき、大いに会場が盛

り上がりました。その後会場を『飛翔の間』に移し懇親会が始まり、卒業年別に各テーブル

に分かれ、久しぶりの再会に積もる話で笑い声が絶えませんでした。ステージではCDデ

ビューもされたという卒業生によるソロの歌やジャズの生演奏もあり会場を和ませてくれま

した。第一期生から42年が過ぎ、還暦を迎えた先輩たち、社会に入った一年目の42期生まで

のこの学校の財産ともいうべき同門の楽しい集いでした。
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日
臨
技
九

園
轟
回
圏
国

鼻
汁
採
取
法
の
違
い
に
よ
る
好
酸
球
染
色
の
比
較

―
ス
ワ
ブ
法
と
鼻
か
み
法
―

〈月

水ヽ

　

隆
匡
司

（美
萩
野
臨
床
医
学
専
門
学
校
３
学
年
）

０
工
ゞ
Ｎ
の
ラ
イ
ト
染
色
も
ハ
ン
セ
ル
染

色
に
劣
ら
な

い
染
色
性
を

示
し
た
。

従

っ
て
実
験
②
は
ハ
ン
セ
ル
染
色
と
ラ

イ
ト
染
色

（０
工
幻
。Ｎ
）
で
検
討
し
た
。

実
験
②
　
鼻
汁
採
取
に
お
い
て
は
ス
ワ

ブ
法
で
は
採
取
量
も
少
な
く
、
痛
み
や

違
和
感
な
ど
が
訴
え
ら
え
た
。
鼻
か
み

法
は
患
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
れ
、
量

も
多
く
採
取
で
き
た
。
紙
は
鼻
か
み
液

採
取
用
紙
が
処
理
は
じ
や
す
か
つ
た
。

実
験
③
　
鼻
汁
お
よ
び
末
梢
血
中
好
酸

球
数
は
相
関
し
た
。

【考
　
察
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

今
回
、
鼻
汁
好
酸
球
染
色
に
つ
い
て
　
４

染
色
液
と
検
体
採
取
法
に
よ
る
違
い
の

　

一

比
較
検
討
を
行

っ
た
。
従
来
は
、
ハ
ン

セ
ル
染
色
が

用

い
ら
れ

て
い
る
が
、

０
工
ヾ
時
の
ラ
イ
ト
染
色
で
も
染
色
性
は

劣
ら
な
い
結
果
で
あ
り
、
ラ
イ
ト
染
色

液
で
も
十
分
代
用
で
き
る
も
の
と
考
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
ス
ワ
ブ
法
は
、
ウ
イ

ル
ス
検
査
や
大
人
か
ら
の
採
取
に
は
適

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
特
に
子
供
の

場
合
、
染
色
に
関
し
て
は
簡
便
で
無
侵

襲
な
婁
か
み
法
が
適
し
て
い
る
の
で
は

と
推
測
さ
れ
た
。

紙
を
用
い
た
。

【方
　
法
】

実
験
①
　
染
色
方
法
の
検
討
。
１
．
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
鼻
汁
に
て
ハ
ン
セ

ル
染
色
、
ギ
ム
ザ
染
色
及
び
ラ
イ
ト
染

色
で
比
較
。
２
．
固
定
液
は
９５
％
エ
タ

ノ
ー
ル
湿
固
定
と
メ
タ
ノ
ー
ル
固
定
で

検
討
。
３
．
緩
衝
液
の
０
工
は
ｏ
ヽ
、
「
・闇
、

Ｎ
・卜
で
染
色
性
の
検
討
を
行

っ
た
。

実
験
②
　
実
験
①
の
結
果
、
染
色
の
良

好
な
方
法
を
用
い
て
の
検
体
採
取
法
に

よ
る
検
討
。
１
．
ス
ワ
ブ
法

２
．
鼻
か

み
法

（鼻
か
み
液
採
取
用
紙
と
薬
包
紙
）

実
験
（３
）
末
梢
血
中
の
好
酸
球
数
算
定

【結
　
果
】

実
験
Ｃ
　
染
色
結
果
は
ハ
ン
セ
ル
液
が

最
も
き
れ
い
に
染
ま

つ
た
。
し
か
し
、

し

平
成
３０
年
１０
月
６
～
７
日
に
第
５３
回
日
臨
技
九
州
支
部
医
学
検
査
学
会
が
大
分
別
府
コ
ン
ベ
ン
シ
∃
ン
セ
ン
タ
ー

ロ
‐Ｏ
ｏ
⊃

「
一ｏ
Ｎ
ｏ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
学
校
か
ら

一
般
演
題
部
門
に
３
年
生
の
倉
永
君
、
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
部
門
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

と
し
て
３
年
生
の
豊
沢
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お
二
人
の
発
表
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【目
　
的
】

Ｈ
２７
年
４
月
よ
り
臨
床
検
査
技
師
の

検
体
採
取
が
採
血
に
加
え
５
つ
追
加
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
血
液
ゼ
ミ
で
は
鼻
腔

か
ら
の
鼻
汁
採
取
の
技
術
習
得
目
的
と

と
も
に
、
鼻
汁
採
取
方
法
と
し
て
の
ス

ワ
フ
法
、
及
び
鼻
か
み
法
で
の
好
酸
球

染
色
の
比
較
を
行
っ
た
。

【検
体

・
試
薬
】

検
体
の
鼻
汁
と
血
液
の
採
取
に
つ
い

て
は
学
内
で
同
意
の
得
ら
れ
た
学
生
、

教
職
員
よ
り
提
供
を
受
け
た
。
試
薬
は

ハ
ン
セ
ル
染
色
液
、
ラ
イ
ト
染
色
液
、

ギ
ム
ザ
染
色
液

（
武
藤
化
学
）
を
使

用
ｃ
鼻
腔
用
減
菌
綿
棒

（
ス
ワ
フ
）
と

鼻
か
み
液
採
取
用
紙
は
デ
ン
カ
生
研
株

式
会
社
製
と
ア
ズ
ワ
ン

（株
）
の
薬
包

じ

週 多
‐」L`
嘔



ヽ

～
理
想
の
検
査
技
師
に
近
づ
く
た
め
に
必
要
な
素
質
～

豊
沢
　
新
菜

（美
萩
野
臨
床
医
学
専
門
学
校
３
学
年
）

レ
ヽ

り
、
ひ
と
つ
の
ミ
ス
も
許
れ
ぃれ
な
い
作

業
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

輸
血
と
い
う
過
程
が
最
初
の
血
液
型
検

査
に
始
ま
り
不
規
則
抗
体
検
査
、
血
液

製
剤
の
発
注
管
理
、
交
差
試
験
、
そ
の

後
輸
血
、
副
作
用
ま
で
の

一
連
を
視
野

に
入
れ
た
業
務
は
学
生
の
私
に
は
驚
き

そ
の
も
の
で
し
た
。

生
理
検
査
で
は
検
査
技
師
の
方
が
患

者
さ
ん
に
応
対
す
る
姿
を
み
て
さ
ら
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
障

害
を
も
つ
患
者
さ
ん

一
人

一
人
に
声
掛

け
を
行

っ
て
い
て
、
車
い
す
の
乗
り
降

り
の
補
助
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
理

検
査
と
い
う
技
術
だ
け
で
な
く
、
人
を

労
わ
る
心
が
自
然
と
態
度
に
溢
れ
出
る

そ
の
姿
に
私
の
将
来
像
を
見
据
え
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

病
院
実
習
を
終
え
た
今
、
私
は
次
の

よ
う
な
事
を
考
え
ま
し
た
。
学
校
で
学

ん
だ
臨
床
化
学
、
微
生
物
学
、
病
理
学
、

免
疫
学
、
血
液
学
、
生
理
学
な
ど
こ
れ

ま
で
は
そ
れ
ら
学
科
が
各
々
独
立
し
た

も
の
と
し
て
し
か
映
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
今
の
私
に
は

一
人
の
患
者

さ
ん
を
診
断
、
治
療
、
経
過
と
い
う

一

連
の
医
療
行
為
に
お
い
て
、
臨
床
病
理

学
と
い
う
病
態
全
体
を
把
握
す
る
な
か

で
自
分
の
与
え
ら
れ
た
業
務
を
こ
な
し

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
始
め
ま
し
た
。
私
は
こ
の
夏

第

一
志
望
の
病
院
に
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
合
格
で
き
た
の
は
学
び

舎
と
し
て
の
学
校
だ
け
で
な
く
、
実
習

先
で
の
多
く
の
先
輩
か
ら
の
助
言
、
自

身
で
体
験
で
き
た
医
療
現
場
で
の
貴
重

な
経
験
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

将
来
、
私
も
認
定
技
師
と
し
て
特
化

し
た
も
の
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
部
門
だ
け
に
目

を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
病
態
像

を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
幅
広

い
考
え
方
と
、
医
療
技
術
者
と
し
て
だ

け
で
な
く
常
に
労
わ
り
の
心
を
持
つ
こ

と
の
で
き
る
技
師
と
し
て
成
長
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
ら
が
今
考
え
ま
す
私
の
理
想
の
検
査

技
師
に
な
る
た
め
の
素
質
で
す
。

一日
□
■
曰
団

私
が
な
り
た
い
臨
床
検
査
技
師

私
が
臨
床
検
査
技
師
を
志
し
た
の
は

高
校
生
の
と
き
で
し
た
。
私
の
第

一
志

望
は
山
□
大
学
の
検
査
学
科
で
し
た
が
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
が
及
ば
ず
、
第

一
志
望
入
学
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
私
が
進
路
に
選
ん
だ
の
が
美
萩

野
臨
床
医
学
専
門
学
校
へ
の
進
学
で
し

た
。
進
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
最
後
は
先
生
の
反
対
を
振
り
切

る
か
た
ち
で
専
門
学
校
と
い
う
道
を
選

び
ま
し
た
。
そ
う
ま
で
し
て
美
萩
野
臨

床
医
学
専
門
学
校
を
選
ん
だ
の
は
、
学

校
見
学
に
行

っ
た
際
同
じ
高
校
の
先
輩

で
あ
る
先
生
と
出
会

っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
先
生
は
ま
だ
お
ぼ
ろ
げ
で
あ

っ
た

臨
床
検
査
技
師
と
い
う
職
業
の
魅
力
を

私
に
熱
い
□
調
で
語

っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
と
き
私
の
進
路
が
固
ま
り
ま
し
た
。

１
、
２
年
生
の
基
礎
教
育
期
間
は

只
々
座
学
を
熟
し
、
レ
ポ
ー
ト
書
き
に

追
わ
れ
る
毎
日
で
、
入
学
時
の
臨
床
検

査
技
師
の
魅
力
を
感
じ
る
に
は
ま
だ
ま

だ
程
遠
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
３
年

生
に
な
る
と
講
義

一
辺
倒
だ

っ
た
授
業

は
学
外
で
の
病
院
実
習
に
移
り
ま
す
。

私
は
そ
こ
で
臨
床
検
査
技
師
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

習
病
院
で
は
美
萩
野
臨
床
医
学
専
門
学

校

の
先

輩

も
多

く
働

い
て

い
ら

っ

し
ゃ
っ
て
、
後
輩
で
あ
る
私
に
惜
し
げ

も
な
く
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
社
会
で

の
同
門
の
有
難
さ
を
知
り
ま
し
た
。

病
院
実
習
で
の
毎
日
は
こ
れ
ま
で
私

が
想
像
し
て
き
た
こ
と
以
上
に
失
敗
の

許
さ
れ
な
い
常
に
緊
張
感
の
あ
る
場
所

で
し
た
。
検
体
部
門
で
は
ル
ー
ル
に

則
っ
た
厳
密
な
精
度
管
理
と
検
体
取
り

違
え
を
起
こ
さ
な
い
工
夫
の
も
と
で
、

迅
速
か
つ
丁
寧
に
検
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
輸
血
検
査
で
は
、
血
液

製
剤
の
入
庫
か
ら
出
庫
ま
で
何
重
に
も

人
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
チ
ェ
ツ
ク
が
入

5



一般・
(2年)秋山 莉乃 岡崎

執行 玲綺 山口
(1年)藤井 彩乃

1 アニ丁ニスアルコール固定標本からの抽出DNA
の'3=で ,丁 590ooのバン ドが確認できAssensυ

srorc c三 三された。

2 条二三′
=ア ルコール固定標本からの抽出DNA

3Ec=て ,了 875bpの バン ドが確認できた。さら

,こ

=種「
量号_のため制限酵素Ssp Iによる切断パ

タ~ン で2303Э ,125bp及 び50bpの 3つのバン

トt≡言Iて き 無鉤条虫と同定できた。有鉤条虫

|ま 322[1こ 531oЭ、アジア条虫は199bpと 174bp

に■ゴご■る3寄生虫虫体が検出された場合は、

速‐■ .こ 烹モするか70%ア ルコール固定を行う

ここ ,こ ぶレ ECRに よる種の鑑別が可能となる。

今亘 シーデンスにて無鉤条虫と同定された虫体

のア′́
=―

♭固定標本を用いてPCRを 行い、良

好なモ具■
`尋

られた。今後はこれを陽性コン ト

□~ル こンで'更用可能となつた。

① 肺年齢は、非喫煙者に比べ喫煙者の方が平均

13歳高かつた。 1秒率は、喫煙者78%、 非喫煙

者87%であり喫煙者ほど低い傾向であった。

② 日中眠気尺度 (PDSS)では、学生の11点以上

(眠気が強い)が教官・事務 5割 |こ 対して9割で

あつた。学年別の睡眠時間は、1年生6.3h、 2年
生5.8h、 3年生5.7hであり、理想の睡眠時間と

の差は、1年生1.2h、 2年生1.8h、 3年生1.9h

であり、睡眠が足りていないと感じた。

今回の結果より20代の喫煙者はより肺年齢が高
い傾向 (+44歳 )であり、将来を担う世代の禁煙

の必要性を強く感じた。睡眠は9割の生徒が睡眠不

足を感じていた。記′1意力等にも影響する睡眠時間を

確保するために生活リズムを見直す必要がある。普

段意識せずに行つている呼吸や睡眠は軽視されがち

であるが、喫煙や睡眠不足を長期的に放置すること

で患切れや眠気など日常生活に支障をきたす。健康

寿命延伸のために、検査による疾患の早期発見、市

民に対する疾患啓発が臨床検査技師の役割ではない

かと考える。

毎年冬季休暇が始 ま

る前の恒例のゼミ発表

会、医専祭が本年も12

月20、 21日 に開催されました。

これまでのゼミは2年生のみの活動でした

が、本年から 1年生も参加できるようにな

り、半年の座学のみの 1年生には大変だった

と思いますが、学年を超えた交流のなかで得

るものがあつたのではと思 つています。ま

た、医専祭では初めての餅つきやお餅を丸め

るのに大はじゃぎでした。

6

生菌数は「生」が多く、カロ熱により当然のように

菌 数 は 減 少 し て い た。 黄 色 ブ ドウ 球 菌 や

Camρy/οわacFer属 菌 は検 出されず、Bac′′/υs属菌、

とacわ bac′//υs属菌、Escわ e″cわ′a cο″(大腸菌)な ど

は検出されたが、病原性や薬剤耐性菌は確認されな

かった。

生食用ではない市販の肉にある程度の生菌数の細

菌が存在するが、過剰 |こ 意識する必要は無い。だが

感染性腸炎や薬剤耐性菌の拡散防止において、身近

業

幸
幸業

●  ●

な食品にも細菌は潜ん

でいることを再認識す

るきっかけになればと

考える。

アルコ~ル 三
=二

■を使用してのPC誦こよる寄生虫同定につしヽて

健康寿命延伸に向けて
～
肺年齢と量垂眠調査～ 食用肉の加熱条件の違掛による一般権菌の検出状況について



肝臓が比較的体格差で相関性が伺えるが、確実な

ものではなく今回の計測では自分たちの思つた結果

は得られなかった。この事から各臓器の大きさには

体格差や性別などによる相関性が無い事が分かった。

今回の各臓器に対する計沢lでは結果が出なかつた

ものの、臓器そのものの径だけでなく、体表からの

距離等計測する対象を変えると関連性があつたかも

知れない。また、健常者を対象に計演lしたことも影

響が考えられる。

記録として残す際の注意点

・肝臓では胃のガス、月卑臓では肺のガス、腎臓では

大腸のガスが描出の際の妨げになる為、□乎吸の調

節により臓器全体の動きを把握じ適切な画像で描

出する。

・体表と臓器に距離がある人は超音波が湖衰する為

腹式□乎吸やアプローチの仕方に工夫が必要である。

HE染色のみでは皮質の球状帯、東状帯、網状帯

の細胞を明確に分類することは難しいと感じた。ア

ンモニア銀を使つた鍍銀法では、球状帯の細胞群は

結合組織により円形状の境界線が見られた。束状帯

|こ おいては、梯子状の連結した細胞配列を見て取る

ことができた。網状帯においては、イ固々 の細胞の特

徴は見て取ることができなかった。また、オスミウ

ム酸を使った各層の細胞の詳細な脂肪沈着を検出す

ることによって各層の違いを見て取ることができた。

明らかに東状帯の細胞における細胞質内では脂肪沈

着が極めて目立ち、それら細胞のステロイ ド産生の

ためのコレステロール合成機能を伺わせるものであつ

た。これらの手法を組み合わせれば、十分に各層の

細胞形態を分類することが可能であると考える。

本来、副腎髄質細胞はクロム親和性物質と言われ

ている。しかし、クロム固定が日常行われない中で、

それに置き換わるものとしてマッソンフォンタナ染

色は一部の髄質細胞に鍍銀効果が見られ有効である

と考えた。

鼻汁中の好酸球判定と末梢血中好酸球絶対数との

間には昨年と同様に明らかな相関が認められた。

・鼻汁には好中球優位と好酸球優位とが認められ特

に好中球優位の鼻汁中には細菌の出現・増カロ傾向

を認めた。

・今回測定したIL4,5,33と 好酸球、好塩基球と

の間には明らかな相関は

認められなかった。しか

しながら好酸球の増加 |こ

は何らかの刺激因子が作

用しているものと考えら

れ、今後更に検討する必

要があると思われる。

A型のヒトの睡液で判定できたのは76%(13人

中)、 B型では50%(6人中)、 O型では100%(9

人中)、 AB型は2年生にいなかつたので実施できな

かった。

今回試した綿棒による睡液採取法で血液型判定は

可能だつた。この方法は試験管をどの容器を使う方

法より時間もかからず、被験者の抵抗感もないので

有用だと思われた。今回判定できなかったものは非

分泌型の頻度 (20～30

%)|こ 近い数値であり、

この場合 0型と間違う可

能性もあるので、できれ

ば抗 Hレクチンでの確認

も検査にカロえたい。

7

体格差や性別などによる各臓器の推轟に対する検討 忌婿細胞の形態学的検討―オスミウム固定による骨篇肪染色を中心に…

血中・鼻汁好酸球数と:L=4・ 5・ 33との関係
自然アレルギー反応へのアプ饉―チ～

0 0

睡液を用いた血液型検査につしヽてPart2



ヽ′

し

本
年
度
は
開
校
４５
周
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
３
０
０
０
名
以
上
の

方
達
が
学
校
を
巣
立

っ
て
い
き
医
療
人

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
も
な
く
巣
立

っ
て
い
く
４３
期
生

に
は
頼
も
し
い
先
輩
と
し
て
映
る
は
ず

で
す
。
「
同
門
の
よ
し
み
」
は
伝
統
校

な
ら
で
は
の
特
色
で
す
。
元
号
が
変
わ

る
こ
の
年
に
社
会
人
と
な
る
君
た
ち
が

次
の
時
代
の
礎
を
築
い
て
い
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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